
童
謡
・
唱
歌
の
歴
史
と
う
た

兎

　

束

　

淑

　

美

は
じ
め
に

日
本
の
自
然
や
情
緒
・
抒
情
を
生
活
に
密
着
し
て
歌
っ
て
い
る
童
謡
・
唱
歌
は
日
本
人
の
心
を
歌
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
時
代
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
か
ら
平
成
に
変
っ
た
が
う
た
は
そ
の
時
代
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
昭
和
三
十

年
代
の
あ
る
時
期
に
童
謡
・
唱
歌
は
余
り
歌
わ
れ
な
い
時
が
あ
っ
た
。
外
国
の
曲
や
新
し
い
曲
を
中
心
に
歌
い
、
そ
れ
ま
で

の
童
謡
・
唱
歌
は
古
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
価
値
も
一
般
の
人
々
に
評
価
さ
れ
な
い
時
も
あ
っ
た
。
人
々
の
曲
の
好
み
は
時
代

の
動
き
に
非
常
に
敏
感
で
あ
る
。

平
成
元
年
「
日
本
の
う
た
・
ふ
る
さ
と
の
う
た
」
が
募
集
さ
れ
、
全
国
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
五
、
〇
〇
〇
曲
の
中
か
ら
、
各
地
域
実
行
委
員
会
・
全
国
実
行
委
員
会
が
　
「
日
本
の
う
た
・
ふ
る
さ
と
の
う
た
一
〇
〇

曲
」
を
選
定
し
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
全
国
各
地
で
行
っ
た
。
選
定
の
折
に
寄
せ
ら
れ
た
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
感
想
は
、

六
十
五
万
通
　
（
六
五
七
、
三
二
一
過
）
　
に
も
の
ぼ
っ
た
。

童
謡
・
唱
歌
の
歴
史
と
う
た
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二

七

八

歴
史
の
流
れ
の
中
で
童
謡
・
唱
歌
の
こ
と
を
見
る
と
何
回
も
ブ
ー
ム
が
起
っ
た
り
ま
っ
た
り
と
い
う
波
を
繰
返
し
て
い
る

が
、
平
成
元
年
の
調
査
で
は
日
本
人
の
心
の
中
に
童
謡
・
唱
歌
が
確
か
に
大
き
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は

目
に
見
え
な
い
が
或
る
時
、
静
か
に
沸
き
出
る
心
の
泉
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

現
在
童
唱
・
唱
歌
を
歌
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
は
数
多
く
、
全
国
的
に
も
静
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
組

織
で
は
平
成
七
年
に
群
馬
県
前
橋
市
県
民
文
化
会
館
に
お
い
て
「
第
五
回
全
国
童
謡
・
唱
歌
サ
ミ
ッ
ト
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
八
十
九
　
（
自
治
体
四
十
三
、
民
間
四
十
六
）
　
団
体
五
百
五
十
一
名
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
又

長
野
県
で
も
平
成
七
年
四
月
に
全
県
下
の
童
謡
・
唱
歌
の
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
ま
た
こ
れ
か
ら
地
域
で
合
を
作
ろ
う
と
し
て

い
る
方
々
に
声
を
か
け
て
「
長
野
県
童
謡
・
唱
歌
を
う
た
う
合
」
が
発
足
し
た
。
平
成
七
年
十
月
に
は
第
l
回
大
会
、
平
成

八
年
五
月
に
は
長
野
市
民
会
館
に
お
い
て
第
二
回
大
会
を
行
っ
た
。
上
田
小
児
地
方
で
も
平
成
三
年
よ
り
「
上
田
童
謡
・
唱

歌
を
愛
す
る
会
」
を
始
め
と
し
て
七
地
区
で
活
発
な
活
動
が
あ
り
平
成
八
年
で
六
年
目
を
迎
え
る
。
各
地
区
の
活
動
が
活
発

で
あ
る
か
ら
県
大
会
、
全
国
大
金
へ
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

各
地
区
の
参
加
者
の
年
齢
層
を
見
る
と
、
五
〇
代
～
七
〇
代
の
方
が
最
も
多
く
、
と
て
も
懐
か
し
く
熱
心
に
歌
わ
れ
て
い

る
。
又
そ
こ
で
歌
わ
れ
て
い
る
方
が
一
人
碁
の
老
人
を
訪
問
し
て
一
緒
に
歌
い
、
喜
こ
ぼ
れ
て
い
る
例
も
数
多
い
。

し
か
し
一
方
に
お
い
て
音
楽
好
き
の
三
〇
代
の
人
々
の
中
に
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
程
、
童
謡
・
唱
歌
を
知
ら
な
い
世
代

の
あ
る
こ
と
も
活
動
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
特
に
童
謡
は
世
界
に
類
を
見
な
い
日
本
の
文
化
財
で
あ
る
。
ぜ
ひ
歌

い
継
い
で
ゆ
き
た
い
と
思
う
。



一
西
洋
音
楽
の
輸
入
と
唱
歌
と
童
謡
の
歴
史

日
本
に
最
初
に
西
洋
音
楽
が
入
っ
て
来
た
の
は
、
天
文
十
八
　
（
一
五
四
九
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ

ビ
エ
ル
が
伝
え
た
キ
リ
ス
ト
教
の
賛
美
歌
や
ミ
サ
曲
な
ど
の
教
会
音
楽
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
幕
末
に
ペ
リ
ー
の
艦
隊
が
来

航
し
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
明
治
四
二
八
七
こ
年
に
初
め
て
日
本
の
海
軍
と
陸
軍
に
軍
楽
隊
が
設
け

ら
れ
た
。
近
代
化
を
め
ざ
し
て
い
た
明
治
政
府
は
、
さ
ら
に
欧
米
と
対
等
な
交
際
を
す
る
為
に
社
交
場
「
鹿
鳴
館
」
を
作
り
、

市
中
音
楽
隊
な
ど
の
演
奏
に
よ
っ
て
舞
踊
会
や
演
奏
会
を
開
い
た
。
し
か
し
一
般
庶
民
は
直
接
西
洋
音
楽
を
耳
に
す
る
機
会

は
少
な
か
っ
た
。
ま
れ
に
市
中
音
楽
隊
の
演
奏
を
街
頭
で
聞
か
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
明
治
五
　
二
八
七
二
）
年
の
鉄
道

の
開
通
式
以
後
、
次
第
に
民
間
行
事
に
ブ
ラ
ス
・
バ
ン
ド
が
進
出
し
、
江
戸
音
楽
し
か
知
ら
な
か
っ
た
人
々
に
メ
ト
リ
ッ
ク

な
リ
ズ
ム
や
、
勇
壮
な
音
楽
券
の
響
き
を
伝
え
た
が
一
般
の
人
々
に
と
つ
て
は
江
戸
の
音
楽
が
続
く
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
こ
の
よ
う
な
音
の
響
き
は
大
半
の
人
々
に
と
つ
て
は
明
治
末
期
ま
で
特
に
好
ま
れ
た
音
で
な
か
っ
た
。

‖
唱
歌
に
つ
い
て

「
唱
歌
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
政
府
が
近
代
的
な
学
校
制
度
を
作
っ
た
時
に
、
音
楽
教
科
に
つ
け
た
名
称
で
英
語
の

S
i
ロ
g
i
ロ
g
の
訳
語
と
し
て
、
日
本
に
古
来
か
ら
あ
っ
た
雅
楽
用
語
「
唱
歌
」
か
ら
取
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
明
治
五
年

に
出
さ
れ
た
「
学
制
」
　
の
中
で
「
楽
器
に
合
わ
せ
て
歌
曲
を
正
し
く
歌
い
、
徳
性
の
滴
養
・
情
操
の
陶
冶
を
目
的
」
と
す
る

童

謡

・

唱

歌

の

歴

史

と

う

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

七

九



創

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

八

〇

小
学
校
の
教
科
書
と
し
て
唱
歌
は
登
場
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
国
民
的
レ
ベ
ル
で
音
楽
教
育
が
な
か
っ
た
の

で
、
学
制
の
中
で
音
楽
に
つ
い
て
は
「
当
分
之
ヲ
欠
ク
」
と
い
う
但
し
書
き
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
一
般
社
会
で
は
キ
リ
ス

ト
教
関
係
の
学
校
や
教
会
で
教
え
る
賛
美
歌
だ
け
が
唯
一
の
洋
楽
と
の
出
合
い
で
あ
っ
た
。

明
治
政
府
は
明
治
八
年
～
十
一
年
ま
で
愛
知
師
範
学
校
長
の
伊
沢
修
二
　
（
長
野
県
高
遠
出
身
）
　
を
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
リ
ッ

ジ
・
ウ
オ
ー
タ
ー
師
範
学
校
に
留
学
さ
せ
近
代
教
育
を
学
ば
せ
た
。
明
治
十
二
年
文
部
省
内
に
音
楽
取
調
掛
が
伊
沢
修
二
を

長
と
し
て
発
足
し
、
彼
の
師
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
メ
ー
ソ
ン
を
招
い
て
洋
楽
が
教
育
の
面
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
基

本
と
な
っ
た
の
は
「
日
本
音
楽
と
西
洋
音
楽
を
折
衷
し
て
国
楽
を
起
す
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
伊
沢
修
二
は
西
洋
音
楽
の
音
階

か
ら
「
フ
ァ
」
「
シ
」
を
抜
い
た
も
の
が
雅
楽
の
音
楽
に
似
て
い
る
と
考
え
て
、
そ
れ
に
近
い
も
の
を
選
ん
だ
。
中
で
も
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
は
、
日
本
の
雅
楽
や
俗
学
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
似
て
い
た
の
で
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
当
時
の
音
階
は
「
ヒ

フ
ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヒ
」
と
読
ん
だ
が
、
丁
度
ヨ
と
ナ
が
抜
け
て
い
る
音
階
だ
っ
た
の
で
「
ヨ
ナ
抜
き
音
階
」
と
言
っ
た
。
こ
の

音
階
が
以
後
小
学
唱
歌
の
特
徴
と
な
っ
た
。

日
本
で
最
初
の
音
楽
の
教
科
書
は
こ
う
し
て
出
来
、
明
治
十
四
年
音
楽
取
調
掛
編
著
と
し
て
　
「
小
学
暗
歌
集
・
初
編
」
を

出
版
し
た
。
初
期
の
曲
は
外
国
の
曲
に
日
本
の
歌
詞
を
つ
け
た
、
そ
の
中
に
は
後
の
「
蛍
の
光
」
「
蝶
々
」
な
ど
が
あ
る
。
教

科
と
し
て
の
小
学
唱
歌
は
明
治
二
十
年
代
半
ば
に
か
け
て
全
国
の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
文
語
調
の
歌
詞
は
小
学

生
に
は
難
か
し
く
、
西
洋
音
階
は
、
そ
れ
ま
で
歌
っ
て
い
た
わ
ら
べ
う
た
や
、
は
や
り
う
た
と
ち
が
い
、
子
ど
も
た
ち
に
は

歌
い
に
く
か
っ
た
。
内
容
も
修
身
教
育
の
色
合
が
強
か
っ
た
の
で
「
唱
歌
校
門
を
出
ず
」
と
い
う
状
態
が
続
い
た
。
明
治
三

十
年
代
に
入
る
と
次
々
と
民
間
の
唱
歌
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
″
汽
笛
一
声
新
橋
を
″
で
始
ま
る
「
地
理
教
育
鉄
道



唱
歌
」
「
歴
史
唱
歌
」
「
航
海
唱
歌
」
「
世
界
唱
歌
」
な
ど
地
理
や
歴
史
に
関
す
る
唱
歌
も
出
来
た
。

明
治
三
十
四
年
、
東
京
音
楽
学
校
（
明
治
二
十
年
音
楽
取
調
掛
が
改
称
さ
れ
る
）
　
か
ら
「
中
学
唱
歌
」
が
発
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
当
時
、
東
京
音
楽
学
校
の
教
員
や
学
生
か
ら
懸
賞
募
集
形
式
で
集
め
た
三
十
八
曲
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
滝

廉
太
郎
の
作
品
「
荒
城
の
月
」
「
婿
根
八
旦
」
「
豊
太
閤
」
が
含
ま
れ
る
。
又
同
年
滝
廉
太
郎
編
で
「
幼
稚
園
唱
歌
」
が
出
版

さ
れ
「
お
正
月
」
「
水
あ
そ
び
」
な
ど
二
〇
曲
が
伴
奏
付
で
載
っ
て
い
る
。
幼
児
の
曲
に
伴
奏
の
付
い
た
初
め
て
の
も
の
で
あ

る。

l
方
文
学
界
で
明
治
十
年
代
か
ら
言
文
一
致
運
動
が
起
っ
て
い
た
が
、
音
楽
の
教
育
現
場
で
も
そ
れ
ま
で
の
文
語
体
の
歌

詞
か
ら
口
語
体
の
唱
歌
の
必
要
が
考
え
ら
れ
田
村
虎
蔵
を
中
心
に
、
明
治
三
十
三
年
「
幼
年
唱
歌
」
「
少
年
唱
歌
」
が
発
行
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
は
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
「
モ
モ
タ
ロ
ウ
」
な
ど
、
お
と
ぎ
話
を
題
材
と
し
た
も
の
が
作
ら
れ
た
。

明
治
四
十
年
小
学
校
令
改
正
に
よ
っ
て
尋
常
科
の
唱
歌
が
必
須
教
科
と
な
る
。
日
本
人
の
作
詞
・
作
曲
に
よ
る
曲
で
唱
歌

教
育
を
行
う
べ
き
だ
と
、
文
部
省
み
ず
か
ら
唱
歌
の
編
集
に
の
り
出
し
た
。

明
治
四
十
三
年
に
出
さ
れ
た
の
が
　
「
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
」
で
「
紅
葉
」
「
ふ
じ
の
山
」
「
春
が
来
た
」
「
わ
れ
は
海
の
子
」

な
ど
日
本
人
の
手
に
よ
る
新
作
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
の
四
年
間
に
「
尋
常
小
学
唱
歌
」
全
六
冊

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
教
科
書
も
他
の
教
科
書
と
同
じ
よ
う
に
国
定
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
。
こ
こ
に
発
表
さ
れ

た
唱
歌
が
文
部
省
唱
歌
で
あ
り
、
昭
和
に
入
る
ま
で
二
十
年
間
使
わ
れ
た
。
編
集
委
員
に
は
、
高
野
辰
之
、
吉
九
一
昌
、
小

山
作
之
助
、
岡
野
貞
l
、
佐
々
木
信
綱
な
ど
が
あ
っ
た
。
す
べ
て
日
本
人
に
よ
る
新
作
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
方
針
で
文
部

省
唱
歌
と
い
う
表
記
だ
け
で
作
詞
者
、
作
曲
者
を
公
表
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
戦
後
昭
和
二
十
二
年
よ
り
明

童

謡

・

唱

歌

の

歴

史

と

う

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

八

一



創

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

八

二

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
す
で
に
捜
し
て
い
た
り
、
あ
え
て
名
乗
り
を
あ
げ
な
い
人
も
い
た
よ
う
で
現
在
も
作
者
不
明

の
曲
が
多
い
。

し
か
し
　
（
「
尋
常
小
学
唱
歌
」
全
六
冊
が
刊
行
さ
れ
る
頃
か
ら
次
の
時
代
へ
向
け
て
新
し
い
胎
動
が
始
ま
っ
て
い
た
。

日
童
謡
に
つ
い
て

大
正
時
代
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
わ
れ
る
自
由
主
養
・
民
主
主
義
の
思
潮
が
花
ひ
ら
い
た
時
期
で
あ
る
。
子
ど

も
と
い
う
存
在
に
対
す
る
考
え
方
も
子
ど
も
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
方
向
に
変
っ
て
い
っ
た
。
教
育
界
で
は
子
ど
も
の
個
性

を
自
由
に
伸
ば
そ
う
と
す
る
私
立
学
校
の
登
場
や
、
見
た
ま
ま
を
描
く
自
由
画
運
動
が
起
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
子
ど

も
の
生
活
実
感
か
ら
離
れ
た
唱
歌
教
育
を
批
判
し
「
も
っ
と
自
由
で
豊
か
な
、
子
ど
も
の
心
に
響
く
音
楽
を
」
と
言
う
声
が

出
は
じ
め
た
。

そ
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
の
は
夏
日
漱
石
門
下
の
小
説
家
、
鈴
木
三
重
苦
が
主
宰
す
る
児
童
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
の
童
話
・

童
謡
の
文
学
的
運
動
で
あ
っ
た
。
「
世
間
の
小
さ
な
人
々
の
た
め
に
、
芸
術
と
し
て
の
真
価
の
あ
る
純
贋
な
童
話
と
童
謡
を
創

作
す
る
最
初
の
運
動
を
起
こ
し
た
い
」
と
い
う
趣
旨
で
大
正
七
年
に
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
が
創
刊
さ
れ
た
。
唱
歌
の
導
入
に
際

し
て
排
除
さ
れ
よ
う
と
し
た
わ
ら
べ
う
た
に
、
ふ
た
た
び
光
を
当
た
の
も
「
赤
い
鳥
」
を
主
張
す
る
童
謡
の
運
動
で
あ
っ
た
。

「
赤
い
鳥
」
　
の
童
謡
が
曲
譜
つ
き
で
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
　
年
五
月
号
「
か
な
り
や
」

の
曲
か
ら
で
あ
っ
た
。

鈴
木
三
重
吉
は
多
く
の
作
詞
家
、
作
曲
家
に
働
き
か
け
、
そ
こ
で
賛
同
を
得
て
沢
山
の
名
曲
が
生
れ
た
。
童
謡
の
初
期
に



は
北
原
白
秋
、
泉
鏡
花
、
三
木
露
風
、
西
候
八
十
、
小
川
未
明
な
ど
が
詩
を
発
表
し
、
成
田
為
三
、
広
田
龍
太
郎
な
ど
が
曲

を
つ
け
た
。
又
童
話
は
島
崎
藤
村
、
芥
川
龍
之
助
、
有
島
武
郎
、
小
川
未
明
な
ど
l
流
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

三
重
苦
ら
の
運
動
に
刺
激
さ
れ
て
大
正
八
二
九
一
九
）
年
に
は
「
金
の
船
」
「
お
と
ぎ
の
世
界
」
「
こ
ど
も
雑
誌
」
「
童
箭
」

「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
な
ど
の
児
童
雑
誌
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
出
版
さ
れ
、
そ
の
数
は
十
三
誌
に
も
の
ぼ
っ
た
。

外
国
で
は
こ
の
よ
う
な
運
動
を
ど
う
評
価
し
た
か
に
つ
い
て
、
金
田
一
春
彦
著
「
童
謡
・
唱
歌
の
世
界
」
の
中
で
、
…
…

ア
メ
リ
カ
で
日
本
の
童
謡
「
赤
い
靴
」
「
青
い
目
の
人
形
」
な
ど
を
聴
い
た
セ
ナ
タ
ー
・
ビ
ル
ス
と
い
う
教
育
学
者
が
次
の
よ

う
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
「
日
本
で
は
今
一
流
の
詩
人
が
わ
ざ
わ
ざ
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
詩
を
競
作
し
、
一
流
の
音
楽
家

た
ち
が
競
っ
て
そ
れ
を
作
曲
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
聞
か
せ
歌
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
今
ま
で
世
界
の
先
進
国

を
以
っ
て
自
任
し
て
い
る
、
欧
米
の
諸
国
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
世
界
の
児
童
文
化
史
上
ゆ
ゆ
し
き
こ
と
で
…
…
」

と
述
べ
て
い
る
。

今
日
で
こ
そ
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
子
ど
も
の
為
の
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
、
多
く
の
新
曲
も
生
れ
て
い
る
が
、
当
時
は

外
国
の
ど
の
国
に
も
日
本
の
よ
う
な
動
き
は
な
か
っ
た
。
大
正
期
の
童
謡
は
子
ど
も
ば
か
り
で
な
く
大
人
に
ま
で
流
行
し
、

ま
さ
に
童
謡
の
黄
金
時
代
が
展
開
さ
れ
た
。
童
謡
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
文
化
財
で
あ
る
由
縁
で
あ
る
。

作
詞
の
面
で
北
原
白
秋
は
子
ど
も
た
ち
の
生
活
感
情
と
あ
っ
た
歌
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
、
新
し
い
童
謡
の
基
本
は
在
来

の
日
本
の
童
謡
「
わ
ら
べ
う
た
」
　
に
根
本
を
置
く
べ
き
だ
と
考
え
た
。
一
方
酉
候
八
十
は
白
秋
と
は
ち
が
う
意
見
を
持
っ
て

い
て
、
子
ど
も
に
は
詩
の
内
容
は
理
解
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
響
き
だ
け
が
彼
ら
に
伝
わ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

日
本
的
情
緒
の
高
い
詩
を
作
っ
た
、
野
口
雨
情
は
故
郷
茨
城
の
風
土
に
根
ざ
し
た
叙
情
性
を
も
っ
て
い
た
。
「
十
五
夜
お
月
さ

童

謡

・

唱

歌

の

歴

史

と

う

た
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二

八

四

ん
」
「
七
つ
の
子
」
な
ど
実
際
に
子
ど
も
に
歌
わ
れ
た
う
た
が
多
い
。
彼
ら
の
他
に
三
木
露
風
「
赤
と
ん
ぼ
」
清
水
か
つ
ら
「
靴

が
鳴
る
」
中
村
雨
紅
「
夕
焼
小
焼
」
な
ど
作
風
の
ち
が
う
人
々
が
活
躍
し
た
こ
と
に
よ
り
大
正
期
の
童
謡
は
作
品
の
幅
も
広

が
り
豊
か
に
な
り
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
た
。

作
曲
の
面
で
は
、
音
楽
学
校
を
卒
業
し
て
西
洋
音
楽
を
取
り
入
れ
た
山
田
耕
符
は
「
こ
の
道
」
「
か
ら
た
ち
の
花
」
な
ど
大

人
が
子
ど
も
に
歌
っ
て
聞
か
せ
る
芸
術
性
の
高
い
曲
を
作
曲
「
赤
い
鳥
」
　
に
発
表
し
た
。

一
方
「
金
の
船
」
な
ど
を
中
心
に
活
躍
し
た
本
居
長
世
や
中
山
晋
平
の
曲
は
、
ど
れ
も
庶
民
的
で
地
方
の
人
々
に
も
受
け

入
れ
や
す
い
旋
律
で
書
か
れ
て
い
た
。
「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」
「
あ
の
町
こ
の
町
」
な
ど
数
多
い
曲
が
あ
る
。

童
謡
の
普
及
に
つ
い
て
本
居
長
世
は
娘
を
伴
っ
て
全
国
を
ま
わ
り
自
分
の
童
謡
を
広
め
た
。
中
山
晋
平
も
何
人
も
の
童
謡

歌
手
を
育
て
て
い
る
。

そ
の
後
童
謡
は
昭
和
に
入
る
と
、
外
国
資
本
の
導
入
で
レ
コ
ー
ド
会
社
が
生
れ
、
レ
コ
ー
ド
の
大
量
生
産
が
始
ま
り
、
レ

コ
ー
ド
に
吹
き
込
ま
れ
た
う
た
が
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
各
家
庭
に
放
送
さ
れ
た
。
放
送
は
文
字
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
大
正
の

童
謡
を
音
楽
と
し
て
定
着
さ
せ
た
重
要
な
役
割
を
し
た
。
放
送
と
レ
コ
ー
ド
は
共
に
栄
え
た
。

昭
和
十
二
　
二
九
三
七
）
　
年
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
前
後
か
ら
政
府
は
音
楽
に
対
す
る
統
制
を
強
め
た
。
音
楽
は
国
民
を

ふ
る
い
た
た
せ
、
敵
條
心
を
高
め
戦
争
へ
の
士
気
を
強
め
る
た
め
の
道
具
と
し
て
政
府
は
使
っ
た
。
つ
ま
り
軍
需
品
で
あ
っ

た
。
外
国
の
歌
も
禁
止
さ
れ
、
ド
レ
ミ
フ
ア
ソ
ラ
シ
ド
の
階
名
唱
も
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
定
着
し
た
も
の
を
日
本

音
名
に
よ
る
唱
法
に
変
え
ら
れ
た
。
「
日
の
丸
の
旗
」
も
「
へ
へ
ト
ト
イ
イ
ト
　
イ
イ
ハ
ハ
こ
こ
ハ
　
こ
こ
ハ
ハ
イ
へ
ト
　
ハ



ハ
イ
へ
ト
イ
ヘ
」
と
な
っ
た
。
教
科
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
歌
も
「
広
瀬
中
佐
」
と
い
っ
た
死
を
賛
美
し
忠
君
愛
国
の
精
神

を
歌
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
盛
ん
に
歌
わ
れ
た
少
国
民
向
け
の
う
た
、
「
お
山
の
杉
の
子
」
「
兵
隊
さ
ん
の
汽
車
」
（
後
に
「
汽

車
ポ
ッ
ボ
」
と
改
題
）
　
は
現
在
歌
わ
れ
て
い
る
曲
で
あ
る
が
、
当
時
の
曲
は
終
戦
と
共
に
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

戦
後
、
家
を
焼
出
さ
れ
食
糧
の
と
ぼ
し
い
幸
い
日
々
を
送
る
人
々
を
励
ま
そ
う
と
「
だ
れ
も
が
う
た
え
る
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
」

を
目
指
し
た
N
H
K
の
番
組
「
ラ
ジ
オ
歌
謡
」
が
昭
和
二
十
一
年
に
始
ま
っ
た
。
「
朝
は
ど
こ
か
ら
」
「
山
小
舎
の
灯
」
な
ど

人
々
の
心
を
な
ぐ
さ
め
、
励
ま
し
た
の
は
う
た
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
レ
コ
ー
ド
童
謡
の
製
作
を
再
開
し
た
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら
、
専
属
の
童
謡
歌
手
が
誕
生
し
た
。
童
謡
歌
手

は
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
で
少
女
雑
誌
の
表
紙
の
グ
ラ
ビ
ア
を
飾
り
、
子
ど
も
の
憧
れ
の
的
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
行
き
過
ぎ

に
よ
り
、
P
T
A
な
ど
の
批
判
を
受
け
て
昭
和
三
十
年
代
半
ば
よ
り
し
だ
い
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

一
方
昭
和
二
十
四
年
N
H
K
ラ
ジ
オ
番
組
「
う
た
の
お
ば
さ
ん
」
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
一
流
の
作
詞
家
、
作
曲

に
よ
っ
て
名
曲
が
生
れ
て
い
る
。
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
う
た
を
作
ろ
う
と
い
う
意
欲
的
な
動
き
が
詩
人
の
サ
ト
ウ
ハ

チ
ロ
ー
や
佐
藤
幸
美
た
ち
か
ら
起
り
、
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
作
詞
に
は
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
、
小
林
純
一
、
佐

藤
義
美
、
ま
ど
・
み
ち
お
な
ど
「
赤
い
鳥
」
童
謡
に
つ
な
が
る
人
々
。
作
曲
は
中
田
書
直
、
芥
川
也
寸
志
、
圏
伊
玖
麿
な
ど

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
一
流
の
メ
ン
バ
ー
が
起
用
さ
れ
「
ぶ
ら
ん
こ
」
「
か
わ
い
い
か
く
れ
ん
ぼ
」
「
と
ん
と
ん
と
も
だ
ち
」
「
ぞ
う
さ

ん
」
「
め
だ
か
の
学
校
」
な
ど
、
芸
術
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
生
活
感
情
を
素
直
に
う
た
い
あ
げ
た
曲
を
発

童

謡

・

唱

歌

の

歴

史

と

う

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

八

五



創
る

表
し
、
戦
後
の
子
ど
も
の
う
た
に
新
し
い
流
れ
を
展
開
し
て
行
っ
た
。

戦
前
ま
で
道
徳
的
効
果
ば
か
り
が
求
め
ら
れ
て
い
た
音
楽
教
育
も
、
純
粋
な
心
の
喜
び
を
味
わ
う
た
め
の
芸
術
教
育
と
し

て
新
し
く
生
れ
変
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
に
文
部
省
が
作
っ
た
音
楽
の
教
科
書
に
は
戦
時
中
厳
禁
で
あ
っ
た
外
国
の
曲
が
入

れ
ら
れ
た
。
フ
ォ
ス
タ
ー
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
曲
や
外
国
民
謡
な
ど
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
幼
児
番
組
か
ら
は
「
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
「
と
ん
で

っ
た
バ
ナ
ナ
」
な
ど
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
ポ
ッ
プ
ス
感
覚
の
溢
れ
た
曲
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
六
　
二
九
二
ハ
）
年
か
ら
は
N
H
K
「
み
ん
な
の
う
た
」
が
始
ま
り
「
山
口
さ
ん
ち
の
ツ
ト
ム
君
」
な
ど
が
喜

ば
れ
て
歌
わ
れ
た
。

二
　
平
成
元
年
調
査
「
日
本
の
う
た
・
ふ
る
さ
と
の
う
た
一
〇
〇
曲
」
よ
り

一
〇
〇
曲
中
ベ
ス
ト
一
〇
に
選
ば
れ
て
い
る
曲
で
l
番
は
「
赤
と
ん
ぼ
」
　
二
番
「
故
郷
」
　
三
番
「
夕
焼
小
焼
」
　
四

番
「
臆
月
夜
」
　
五
番
「
月
の
砂
漠
」
　
六
番
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
　
七
番
「
荒
城
の
月
」
　
八
番
「
七
つ
の
子
」
　
九

番
「
春
の
小
川
」
　
十
番
「
浜
辺
の
歌
」
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
三
曲
は
高
之
辰
之
作
詞
・
岡
野
貞
一
作
曲
で
「
故
郷
」
「
騰
月
夜
」
「
春
の
小
川
」
で
あ
る
。

い
か
に
こ
の
二
人
の
コ
ン
ビ
は
素
晴
し
い
か
わ
か
る
。
永
い
年
月
を
経
て
人
々
に
歌
い
継
が
れ
て
い
る
が
高
野
辰
之
は
長

野
県
豊
田
村
の
出
身
で
現
在
も
立
派
な
お
宅
が
あ
る
。
鋭
い
観
察
力
を
持
ち
大
変
な
勉
強
を
さ
れ
た
が
ど
ん
な
人
と
も
親
し



く
楽
し
く
会
話
を
さ
れ
た
と
い
う
豪
放
幕
藩
な
人
柄
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
l
方
岡
野
貞
l
は
鳥
取
の
出
身
で
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
あ
り
、
終
生
教
会
の
礼
拝
の
奏
楽
を
さ
れ
た
と
い
う
。
異
っ
た
二
人
で
あ
っ
た
が
作
品
は
日
本
の
名
曲
と
な
っ
た
。
そ

の
他
「
夕
焼
け
小
焼
」
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」
の
二
曲
も
長
野
県
出
身
の
草
川
信
・
海
沼
実
の
作
曲
に
よ
る
曲
で
あ
り
、
前

述
の
三
曲
に
合
わ
せ
る
と
五
曲
が
長
野
県
の
出
身
の
作
品
で
あ
る
。

‖
一
〇
〇
曲
中
に
多
く
選
ば
れ
て
い
る
作
詞
家
に
つ
い
て

北
原
白
秋
　
八
曲
（
こ
の
道
、
砂
山
、
か
ら
た
ち
の
花
、
ペ
チ
カ
、
待
ぼ
う
け
、
ア
メ
フ
リ
、
城
ケ
島
の
雨
、
揺
寵
の
う

た）

野
口
雨
情
　
八
曲
（
七
つ
の
子
、
赤
い
靴
、
青
い
日
の
人
形
、
十
五
夜
お
月
さ
ん
、
あ
の
町
こ
の
町
、
し
や
ぼ
ん
玉
、
雨

降
り
お
月
、
披
浮
の
港
）

高
野
辰
之
　
五
曲
（
春
が
来
た
、
春
の
小
川
、
紅
葉
、
故
郷
、
騰
月
夜
）

サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
　
三
曲
（
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
、
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
、
お
山
の
杉
の
子
補
作
）

昌
一
〇
〇
曲
中
に
多
く
選
ば
れ
て
い
る
作
曲
家
に
つ
い
て

中
山
晋
平
　
九
曲
（
砂
山
、
し
や
ぼ
ん
玉
、
雨
降
り
お
月
、
背
く
ら
べ
、
あ
の
町
こ
の
町
、
ア
メ
フ
リ
、
鞠
と
殿
さ
ま
、

波
浮
の
港
、
て
る
て
る
坊
主
）

山
田
耕
搾
　
八
曲
（
赤
と
ん
ぼ
、
こ
の
道
、
砂
山
、
か
ら
た
ち
の
花
、
待
ぼ
う
け
、
中
国
地
方
の
子
守
歌
、
ペ
チ
カ
、
荒

塗

説

・

唱

歌

の

歴

史

と

う

た
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八

七



創
る

岡
野
貞
一

本
居
長
世

滝
廉
太
郎

弘
田
龍
太
郎

中
田
書
直

海
沼
　
実

早
川
　
信

城
の
月
編
曲
）

六
曲
（
故
郷
、
臆
月
夜
、
春
の
小
川
、
紅
葉
、
春
が
来
た
、
桃
太
郎
）

五
曲
（
七
つ
の
子
、
赤
い
靴
、
青
い
目
の
人
形
、
通
り
や
ん
せ
、
十
五
夜
お
月
さ
ん
）

四
曲
（
荒
城
の
月
、
花
、
箱
根
八
里
、
お
正
月
）

四
曲
（
叱
ら
れ
て
、
浜
千
鳥
、
靴
が
鳴
る
、
春
よ
来
い
）

四
曲
（
夏
の
思
い
出
、
小
さ
い
秋
み
つ
け
た
、
め
だ
か
の
学
校
、
雪
の
降
る
街
を
）

三
曲
（
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
、
里
の
秋
、
お
猿
の
か
ご
や
）

二
曲
　
（
夕
焼
小
焼
、
揺
寵
の
う
た
）

作
曲
者
に
は
中
山
晋
平
、
海
沼
実
、
革
川
信
が
長
野
牌
出
身
者
で
選
ば
れ
て
い
る
。

作
品
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
作
曲
家
は
中
山
晋
平
で
九
曲
で
あ
る
。
民
謡
や
わ
ら
べ
う
た
の
リ
ズ
ム
に
ヨ
ナ
抜
き
の
音
階

を
使
い
庶
民
的
で
愛
さ
れ
る
曲
を
作
曲
し
て
い
る
。
次
に
多
い
の
が
山
田
新
得
の
八
曲
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
留
学
し
西
洋
音

楽
を
学
び
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
る
、
西
洋
風
で
格
調
の
高
い
曲
を
作
曲
し
て
い
る
。

中
で
も
「
砂
山
」
は
北
原
白
秋
の
詞
に
二
人
が
作
曲
を
し
て
い
る
が
、
中
山
晋
平
の
作
品
は
日
本
風
で
あ
り
、
山
田
耕
符

の
作
品
は
西
洋
風
で
対
照
的
な
曲
で
あ
る
。
色
々
な
合
で
こ
の
曲
を
歌
っ
て
か
ら
曲
の
好
み
を
聞
く
と
、
多
く
の
場
合
半
分

ず
つ
に
分
か
れ
る
。
両
方
の
好
み
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
例
の
曲
で
あ
る
。



お
わ
り
に

「
童
謡
・
唱
歌
」
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
い
う
歴
史
の
中
で
幾
多
の
経
験
を
経
て
歌
わ
れ
て
き
た
、
戦
争
・
貧

困
・
不
況
・
豊
か
さ
・
孤
独
・
な
ど
の
中
で
生
活
と
共
に
あ
っ
た
う
た
は
、
嬉
し
い
時
・
悲
し
い
時
・
淋
し
い
時
、
人
々
を

励
ま
し
慰
さ
め
て
い
る
。
現
在
も
「
童
謡
・
唱
歌
」
は
人
々
の
心
の
中
に
確
実
に
存
在
し
て
い
る
。

情
報
の
発
達
に
よ
り
世
界
の
国
々
の
様
子
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
知
ら
さ
れ
る
時
代
で
あ
り
国
際
化
も
進
み
、
音
楽
も
多

様
化
し
て
い
る
。

l
方
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
身
心
の
健
康
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
ゆ
く
。
音
楽
・
特
に
童
謡
・
唱
歌
は
大
切
な
役
割
を

果
し
て
い
る
心
の
薬
の
よ
う
に
思
う
。
色
々
な
活
動
を
通
し
て
高
齢
者
の
方
が
明
る
く
日
を
輝
か
せ
て
歌
う
姿
は
そ
れ
を
物

語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
世
代
も
周
囲
の
環
境
も
大
き
く
変
っ
て
ゆ
く
中
で
、
日
本
の
自
然
や
郷
土
・
情
緒
や
抒
情
を
歌
っ
て
い
る
「
童

謡
・
唱
歌
」
を
次
の
世
代
へ
ぜ
ひ
歌
い
継
い
で
ゆ
き
た
い
。
そ
し
て
新
し
い
童
謡
に
つ
い
て
も
歌
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
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